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果、Vibrio属に属する菌であることがわかり、Vibrio sp. O2と命名した。このVibrio sp. O2
菌から2つのアルギン酸リアーゼ活性を有するクローンalyVOA、alyVOBを得て、それらの
配列を決定した。アルギン酸リアーゼAlyVOA、AlyVOBを既知のアルギン酸リアーゼと比
較したところ、Photobacterium sp. ATCC43367 由来アルギン酸リアーゼ AlxMとそれぞれ9
2.3% 、 32.6%の同一性を示した。また、既知のアルギン酸リアーゼとのコンセンサス配列
が見られ、両酵素ともポリマンヌロン酸リアーゼであることがわかった。 
 
 以上、これらのことから著者は新たに次のことを解明した。（1）高分子のオキナワモズ
ク由来フコイダンを抽出し、精製することに成功し、正常細胞に対する抗ガン剤5-FUの副
作用抑制剤になることを示唆した。（2）新規アルギン酸分解菌Vibrio sp. O2を単離し、新
たなアルギン酸リアーゼ遺伝子の知見を得ることに成功した。 
 
 これらの知見は、海藻由来の有効成分であるフコイダンやアルギン酸の研究やさらなる産
業への応用に寄与する足がかりとなると考えられる。 
 
 
 
